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上：2024 年 11 月、完成した天満宮・金比羅神宮の前で、
製作に関わった生徒たちと、戸兵実習助手（右端）及び大村教諭（右から 2番目）。

長野県の丸子修学館高校は、県下最大規模の総合学科高校として、

地域社会の活性化をリードする人材の育成を目指している。

その校風から、同校の工業分野では長年、授業の一貫として

生徒たちの手により地域に貢献する取り組みを継続している。

生徒が行う地域の文化財修復
丸子修学館高校の実習型教育

丸子修学館高校の地域貢献活動の歴史は古い。

同校の戸兵勝実習助手は「始まりは 2003 年に地元の海戸

地区というところにポケットパークを建設したことです。

以来 20 年以上にわたって、公園の整備、道路の改修、そ

して公民館のふれあい広場の整備等の多様な事業を、生徒

たちが授業の一環として地域の方々と一緒に取り組んでき

ました。これらの活動の原点には、地域に支えられている

学校として、地域に何か恩返しをすることはできないか、

という想いがありました」と語る。

戸田みらい基金の助成を活用した実習型授業

また、同校では近年、戸田みらい基金の助成を活用する

ことで、生徒たちがものづくりの実践に携わる新しい取

り組みにも挑戦している。

その第一弾が「伝統建築大工講習会」である。これは地

元の現役の大工さんを学校に招いて、鉋
かんな

や鋸
のこぎり

などの道具

の使い方について生徒が学ぶというもの。戸兵実習助手

は「最近の若者は日常生活でこうした道具に触れる機会

がほとんどないので、この講習会で初めて大工道具を使っ

たという子も多く、生徒たちがものづくりの楽しさを体

験する良いきっかけになったと思います」と話す。

次に第二弾となったのが 2022 ～ 2023 年度の 2 年間取り

組んだ「正門改修工事」である。これは同校の創立 110

周年記念事業として劣化した正門の門柱に代わる、新し

い鉄筋コンクリート製の門柱をつくるというもの。生徒

たちは CAD で図面を作成するところから、既存門柱の解

体、配筋、型枠の組み立て、コンクリート打設等の作業

を経験しながら、母校の新しい正門をつくり上げた。

天満宮・金比羅神宮の覆殿・祠の修復

ここで話は冒頭の地域貢献活動に繋がる。同校では戸田み

らい基金の助成を活用した第三弾の取り組みとして、2023

～ 2024 年度の 2年間にわたり、地域にある天満宮・金比

羅神宮の覆殿と祠の修復作業に取り組むこととなった。担

当した大村直紀教諭は次のように話す。「これは地元自治

会から修復依頼をいただいたことがきっかけでした。歴史

ある文化財修復というこれまでにない挑戦でしたが、地元

の大工さんに協力をいただきながら、生徒たちが一所懸命

に取り組みました」。

作業はまず 2023 年度に覆殿を完成させ、次に 2024 年度に

本殿である木祠 2基の製作を進め、2024 年 11 月に無事完

成となった。

「覆殿に関しては、解体や建設が全て手作業だったところ

が生徒たちも一番苦労したようです。また祠の製作につい

ては、一部の部材が腐って消失しており、その検証も行い

ながら図面から描き起こして製作しました」。（大村教諭）

今回のプロジェクトには 2年間で計 10 名の生徒が参加し

たが、内 9人が卒業後の進路として建築の道を選択したと

いう。

「地域と繋がり、貢献するだけでなく、多くの生徒たちが、

自らものづくりを志すきっかけにもなりました。非常に良

いプロジェクトだったと思います」と戸兵実習助手は語る。

16

第6回教育振興に係る助成  長野県丸子修学館高等学校

長野県丸子修学館高等学校
〒 386-0405
長野県上田市中丸子 810-2
https://www.nagano-c.ed.jp/marukohs/

学校から車で約 10分の距離にある天
満宮・金比羅神宮。（修復前の写真）

上：2023 年度に実施した覆殿の修復作業。解体作業は手作業。模型を製作した上で、実際の製作を行った。
下：2024 年度に実施した木祠 2基の製作。複雑な部材の製作と組み立てに苦戦しながら、無事完成させた。

丸子修学館の創立110周年記念事業として実施された「正門改修工事」。生徒たちが鉄筋コンクリート工事を学びながら、地
元建設会社と共に新しい門柱を設計・施工した。この工事に関わる材料費の一部に戸田みらい基金の助成を活用している。

伝統建築大工講習会の様子。材料
や工具代に助成を活用している。

建
設
に
関
す
る
教
育
振
興
に
係
る
助
成
事
業



17

上：道路パトロール隊の活動風景。

岡山工業高校土木科が、県内の土木系学科高校と共に展開している

社会インフラメンテナンス活動「岡山道路パトロール隊」。

高校生たちが、身近な道路の異常を調査・発見する

この産学官一体の取り組みが、今、大きな注目を集めている。

その仕掛人である同校の狩屋雅之教諭にお話を伺った。

「岡山道路パトロール隊」
の理念とその歩み

ーパトロール隊の活動について教えてください。

狩屋　これは国道の管理者である国土交通省が、管理す

る道路をフィールドとして提供し、その区間の保守・維

持業者が高校生を技術的にバックアップ、そして土木系

学科の高校生が道路パトロールを行い、異常があれば報

告するというものです。関係する三者が「三方良し」の

関係で繋がる産官学連携プロジェクトとなっています。

特に高校生たちにとっては、自ら課題を発見して解決策

を考えるという、高次元な学びの機会にもなっています。

パトロール隊の始まりと現在

ーパトロール隊はどのように生まれたのでしょうか？

狩屋　きっかけは今から約 10 年前に遡ります。当時、私

は笠岡工業高校に勤めていたのですが、そこで授業の

一環として、生徒たちと橋梁点検活動をしていました。

2012 年に笹子トンネルで天井板落下という大事故があり

ましたが、インフラの老朽化に対して、国や自治体・専

門業者の限られた人員だけでは防ぎきれない。そこで専

門土木を学ぶ高校生も何か力を発揮できるのではないか

という想いから始めたのが、この橋梁点検活動でした。

3年間で延べ約 140 橋の点検を行いましたが、ちょうど私

が岡山工業高校に転勤するタイミングに、橋梁単独から、

それも含めた「道路」という解釈に広げて「道路パトロー

ル隊」というかたちになりました。現在、「道路パトロー

ル隊」は 8 年目を迎えますので、活動そのものは計 11 年

になります。

私は 26 歳の時に教師になりましたが、その前に民間のコ

ンサル会社に勤めていた経験があり、橋の点検等につい

ての知見をもっていました。このため笹子トンネルの事

故を受けてインフラメンテナンスの重要性が叫ばれてい

た時、「これは高校生でも地域や社会に貢献できるのでは

ないか？」というイメージがあったのです。

また生徒たちの学びという面から考えても、学校という

のは、ともすると教室の中だけで完結する教育スタイル

になりがちです。その壁を超えて社会の様々な立場の人々

と協働する中で、若い子たちが学ぶことが多くあるので

はないか考えました。

ー調査システムも進化しているそうですね。

狩屋　はい。当初は国土交通省からいただいた敷地調査

図という図面とデジカメ、そしてホワイトボードを持っ

て、生徒たちが道路上の異常を発見したら、地図上にメ

モを書いて、ホワイトボードを持って撮影、という完全

アナログ方式で調査をしていました。現在は、パトロー

ルで発見した異常箇所を撮影し、それをクラウド上にアッ

プすることで、道路管理者や事業者とデジタルで情報共

有するかたちに進化しています。

年少者向けの絵本を制作！

狩屋　岡山工業高校では 2022 年に絵本を制作しました。

これは社会インフラの老朽化という問題と、そのインフ

ラを支える建設産業の魅力について、小さな子供たちに

伝えることを目的としたものです。ストーリーは道路パ

トロール隊での経験を元に土木科の生徒たちが考え、デ

ザイン科の生徒が作画を担当しました。岡山市内の小学

校や幼稚園に贈呈したところ、大変好評をいただきまし

た。また昨年5月に天皇皇后両陛下が岡山にいらっしゃっ

たのですが、この時、地域・社会貢献というテーマで、「道

路パトロール隊」の活動について両陛下にご説明させて

いただきました。

現在岡山県で展開しているこの「道路パトロール隊」の

活動が、将来的には全国に広がることを目標に、これか

らも頑張っていきます。

ー本日はありがとうございました。
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第6回教育振興に係る助成  岡山県立岡山工業高等学校

岡山県立岡山工業高等学校
〒 700-0013
岡山県岡山市北区伊福町 4-3-92
https://www.okako.okayama-c.ed.jp/index.html
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左：2024 年 5 月、天皇皇后両陛下に活動内容をご説明するパトロール隊。
右 2点：建設業振興基金の「高校生の作文コンクール」において、約 1,000 件
の応募から道路パトロール隊メンバーが不動産建設経済局長賞等を受賞した。

岡山工業高校の生徒たちが制作した絵本『いんふら星のものがたり』。
デジタル版が YouTube 上にアップされている

上：「岡山道路パトロール隊」の概念図／下 2点：戸田みらい基金の助成を活用
して「建設技術フォーラム 2023in ちゅうごく」にてブース展示とセミナー発表
を行い、また道路に関する国内最大の会議「日本道路会議」にも出席した。
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腰の負担が軽減され、楽な姿勢で横になることができるデザ
インを市販のベッドなどから調べて設計を行った。また大人
ふたり、子供ふたりの 4人家族が横になっても耐えられる
構造を実現している。
無事に完成した今回の取り組みについて、製作に携わった生
徒は「ここで多くの皆さんに山形の空を楽しんでいただき、
安らぎのひとときを過ごして欲しいです」と語る。

今回は見た目や清潔感の点から、コンクリート加工技術のひ
とつである「研ぎ出し」に挑戦している。製作においては、
コンクリートの強度計算から、座面の試作と載荷試験、型枠
づくり、鉄筋の加工と設置、コンクリートの打設と脱型、そ
して仕上げの研ぎ出しに至るまで生徒たち自身の手で行い、
コンクリートによるものづくりの難しさと楽しさを学ぶ貴重
な経験となった。

山形県は、大気中の PM2.5（微小粒子状物質）の濃度が全
国で最も低く、「日本一、空気が綺麗な都道府県」としてニュー
スにも取り上げられている。
山形工業高校ではこの環境を活かして、「山形の美しい空を
見ること」ができるウッドデッキ製作に取り組んだ。設置場
所は寒河江市の寒河江公園芝生広場である。
製作においては「リラックスして空を見ること」を重視して、

小樽未来創造高校の建設システム科では、測量や土木材料実
験を中心とした実習を行ってきたが、生徒からは「何か形に
残るものを作りたい！」という要望が多かった。しかし、製
作費などの面で課題があり、これまで実現には至らなかった。
「そうした中で戸田みらい基金の存在を知り、その助成を活
用して道具などを揃えることで、鉄筋コンクリート製のベン
チを製作することができました」と同校の荒木斉教諭は語る。

「地域の橋は地域で守る」
道路橋を工業高校生が検査・メンテナンスする取り組み

先輩から後輩への技術伝承と生徒たちのスキル取得
を実現する「建築部」の活動

現在、わが国のインフラの多くが耐用年数とされる 50 年を
超えており、事故も発生している。その中で橋梁に関しては、
各市区町村が少ない人員の中で維持管理の多くを担ってお
り、実際に玉名市でも約 5名の職員が約 800 もの橋梁を管
理している状態である。そこで玉名工業高校は市に対して「学
校周辺の道路橋は私たちがメンテナンスさせて欲しい」と申
し出たところ、快諾を得ることとなった。

鹿児島工業高校の部活動「建築部」では、ものづくりの知識・
技術を先輩から後輩へ伝承する取り組みを展開している。「こ
れは指導者である教員の力量や異動によって部活動の質が変
わらないように、生徒たち自身によって伝統を創り上げるこ
とを意図しています」と同校の山下隆一実習教諭は話す。
具体的には、2級建築 CAD 検定と 2級建築大工、2級建築
施工管理技士試験等を全員取得し、その他の設計コンペや資

同校では、まず生徒たちがインフラメンテナンスに関するオ
ンライン講義を受け、インフラ老朽化の仕組みなどを学んだ。
次にGoogleMAP を活用して市とデータを共有・管理する方
法を構築している。そうした準備を経て、実際にコンクリー
ト打診棒や洗浄機を用いて、橋梁の検査やメンテナンス作業
を行っている。同校ではこの橋のセルフメンテナンスモデル
をより広く展開していく予定である。

格取得に挑戦、そしてものづくりコンテストへの参加等を
行っており、そうしたチャレンジの中で先輩から後輩へと知
識や技が伝えられている。3年間の活動を通じて、生徒一人
一人が確かな技術・技能と、チーム内で人に教えることが出
来るリーダーシップを身につけることを目指している。山下
実習教諭は「在学中にこうしたスキルを備えて、多くの武器
を持って社会に羽ばたいて欲しいと思います」と語る。

第 6回教育振興に係る助成　熊本県立玉名工業高等学校第 6回教育振興に係る助成　鹿児島県立鹿児島工業高等学校

「日本一、空気が綺麗な空」を楽しむための
ウッドデッキを製作

助成を活用し、
研ぎ出し仕上げのコンクリートベンチを製作

第 5回教育振興に係る助成　北海道小樽未来創造高等学校
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第 5回教育振興に係る助成　山形県立山形工業高等学校
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第5回を迎えた
「日本語スピーチコンテスト」。
今回は
「あなたが日本に来て成長を感じること」
をテーマに、本選に進んだ10名が
それぞれの想いをスピーチした。

本選開催：2024年11月27日／会場：AP東京八重洲第5回 建設業の外国人技能実習生等による日本語スピーチコンテスト

技能実習生（2・3 号）または特定技能の方を対象とした戸田みら

い基金主催の日本語スピーチコンテスト。「あなたが日本に来て成

長したと感じることは何ですか？」をテーマとして開催した今回

のコンテストには、過去最多となる 103 名の応募があった。

戸田みらい基金では、建設業で働く技能実習生と特定技能の方々

が、日々どのような想いをもって働いているのかを知るため、

2024 年夏に 1,270 名の方々にアンケートを実施した。その主な質

問項目は「技能実習制度の良くないところは？」「仕事を決める重

要な要素は？」というものである。その回答として前者の質問に

対しては「滞在期間が短い」「給料が安い」という回答が、後者の

質問に対しては「十分な給料」「キャリアアップ」という回答が多

い結果となった。

この結果を踏まえて戸田みらい基金の今井雅則理事長は、スピー

チコンテストの冒頭で「建設業界全体で賃金体系を考えることや、

実習期間後のキャリア支援が重要だ」と語った。
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最優秀賞
ホク・ソムナンさん
日起建設／愛知県／重機オペレーター
カンボジア出身

カンボジアから技能実習生として来日
して 4年目になるホクさん。現在 34
歳のホクさんにとってカンボジアにい
る愛する家族の健康な生活が、異国の
地で頑張る自身の心の支えだと話す。
日本での 4年間は、まさに「自分自身
の成長の日々」だったという。仕事を
通じた「技術的な向上」や「時間管理・
責任感の向上」はもちろん、日本語の
習得を通じた同僚や上司との「コミュ

ニケーション能力の向上」から人間関係の重要性も強く意識する
ようになり、多くの友人ができたという。
日本で長く働くためには、継続的な努力と新たな挑戦を続けるこ
とが大切だと、ホクさんは力を込めて語った。

異文化で長く働くために欠かせない、継続的な努力と挑戦

チャン・ズィ・カインさん
竹延／大阪府／塗装工／ベトナム出身

来日して 4年半、大阪で働くチャンさんはカ
レーとたこ焼きが大好き。そのチャンさんが
日本で成長したと感じるのは「現場での安全
意識」だという。多くの規則や装備は、これ
らを支える重要なものであり、将来は母国に
この大切な意識を普及させたいと話した。

「命を守る現場の基本」を母国に

ムハマド・ファルハン・イブラヒムさん
北川組鉄工所／北海道／溶接工／インドネシア出身

石狩市で建物の鉄骨柱をつくっているムハ
マドさん。日本の正確な仕事や時間管理を
支える、コミュニケーションの重要性を実
感し、大きく成長したと話すムハマドさん
は、将来インドネシアに帰って日本語学校
を作ることが夢だとスピーチした。

日本の品質を支える言葉の大切さ戸田みらい基金の今井雅則理事長による挨拶

左：全員のスピーチ終了後に行われた来賓挨拶において、国土交通省の蒔苗浩司大臣官房審議官は、「本日、現場で働く皆さんのスピーチを伺い、改めてコミュニケー
ションと日本語習得の重要性を感じました。そうした観点を活かして、皆さんが日本で長く働いていただける制度をつくっていきたいと思います」と語った／中：厚
生労働省の川口俊徳職業安定局外国人雇用対策課長は、「数年後に技能実習制度が育成就労制度に変わります。国際的な人材獲得競争が激化する中で、今後ともわが国
が皆さんから『この国で働きたい』と思っていただき、選ばれる国となるよう、より良い環境を整えていきます」と語った／右：スピーチを行った皆さん。

優秀賞

日本での仕事を通じた
意識や技能の成長を発表
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人
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育
成
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に
係
る
事
業

審査結果と受賞者の所属・国籍など

最優秀賞
氏名 会社名 職種 在留期間 母国

ホク・ソムナン 日起建設（株） 重機オペレーター 45カ月 カンボジア

優秀賞
氏名 会社名 職種 在留期間 母国

チャン・ズィ・カイン （株）竹延 塗装工 51カ月 ベトナム

ムハマド・ファルハン・イブラヒム（株）北川組鉄工所 溶接工 26カ月 インドネシア

優良賞
氏名 会社名 職種 在留期間 母国

レー・トゥアン・ナム 大功建設（株） 土工 27カ月 ベトナム

ホアン・ヴァン・チュン （有）富澤工業 鳶工 137カ月 ベトナム

グエン・バン・カウ （株）青木工業 防水工 63カ月 ベトナム

イルファン・セティヤワン 横田鋼業（株） 溶接工 26カ月 インドネシア

ヒュン・チオン・ニャン （株）ビルト 内装化粧ボード工 26カ月 ベトナム

グエン・バン・ビン （株）ヒロキコーポレーション 鳶工 68カ月 ベトナム

ヘイン・サン・ウイン （株）兼藤 内装床仕上工 26カ月 ミャンマー


